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１２月中の出句 １６名 延べ５２７句
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
清
月
俳
句
関
係
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
に
つ
い
て

ゆ
た
か

清
月
関
係
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
に
つ
い
て
は
、
使
用
言
語
別
な
ど
の
分
析
を
業
者
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

一
二
月
三
一
日
二
四
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
は
、
閲
覧
総
数
二
、
二
六
四
回
・
う
ち
七
二
％
一
、
六
二
四

回
が
清
月
俳
句
歳
時
記
で
し
た
。

こ
れ
を
言
語
別
で
見
る
と
国
内
（
日
本
語
）
か
ら
五
一
％
一
、
一
五
八
回
、
英
及
び
英
領
・
米
及
び
米
領

・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
八
〇
余
国
の
英
語
圏
か
ら
四
九
％
一
、
〇
九
九
回
で
、
そ
の
他
の
七
回

は
、
中
国
・
韓
国
・
ド
イ
ツ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
し
た
。

国
内
は
、
う
ち
三
四
％
三
九
四
回
が
東
京
都
内
か
ら
で
あ
り
、
ほ
か
三
一
道
府
県
内
か
ら
の
閲
覧
が
あ
り

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
国
外
赴
任
者
ら
が
日
本
語
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
も
の
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
自

国
の
国
語
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

清
月
で
は
、
俳
句
を
画
像
（
短
冊
の
形
）
化
し
て
い
ま
す
の
で
使
用
言
語
に
か
か
わ
ら
ず
日
本
語
の
縦
書

き
俳
句
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
こ
れ
が
英
語
圏
な
ど
外
国
の
日
本
語
勉
強
者
や
俳
句
勉
強
者
に
好
ま

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
清
月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
俳
句
は
、
何
処
か
ら
で
も
誰
で
も
が
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

も
し
、
お
子
様
や
お
孫
様
で
遠
く
離
れ
て
お
住
ま
い
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
清
月
俳
句
会
の

こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
皆
様
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
皆
様
の
出
句
が
皆
様
の
近
況
報

告
に
も
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
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除

夜

野
田
ゆ
た
か

霜

除

の

藁

の

匂

へ

る

暗

夜

か

な

川

涸

れ

て

風

音

走

る

流

れ

橋

冬

紅

葉

日

和

く

ず

し

の

風

に

散

る

ル

ミ

ナ

リ

エ

て

ふ

華

や

ぎ

も

師

走

か

な

一

戸

づ

つ

灯

り

消

え

ゆ

く

除

夜

の

閑
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雑

詠

ゆ
た
か
選

（
太
字
は
秀
句
）

ど

ぶ

ろ

く

や

白

川

郷

の

夜

の

ふ

け

て

愛

知

足

立

山

渓

早

朝

の

寒

気

厳

し

き

魚

市

場

同

髭

あ

た

る

理

容

師

の

指

霜

焼

て

同

大

寒

や

東

司

掃

除

の

修

行

僧

同

読

初

や

新

発

売

の

電

子

辞

書

同

墓

石

に

夢

と

一

文

字

山

眠

る

吹

田

池
下
よ
し
子

冬

紅

葉

雨

に

艶

ま

す

無

鄰

菴

同

奈

良

町

の

軒

に

さ

る

ぼ

ぼ

暮

早

し

同

顔

見

世

の

間

合

よ

き

こ

ゑ

大

向

う

同

色

つ

く

す

楓

紅

葉

や

東

福

寺

同
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一

刀

に

冬

至

南

瓜

を

両

断

す

岡

山

橋

本

幹

夫

野

営

地

も

暮

て

車

座

桜

鍋

同

十

二

月

八

日

の

消

灯

喇

叭

か

な

同

鵜

祭

の

鵜

は

放

た

れ

て

暁

闇

へ

同

念

仏

の

声

絶

え

間

な

く

大

根

焚

同

塩

鮭

を

お

ろ

す

包

丁

研

ぎ

に

け

り

千

葉

清

水

恵

山

音

も

な

く

日

溜

に

来

て

冬

の

蝿

同

恙

無

く

老

い

し

二

人

や

晦

日

蕎

麦

同

た

つ

ぷ

り

と

香

料

振

つ

て

鯨

鍋

同

恙

無

く

傘

寿

や

天

皇

誕

生

日

同

参

拝

は

老

若

男

女

大

根

焚

大

阪

木

村

宏

一

愛

犬

の

主

待

つ

声

や

年

の

暮

同
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御

手

洗

の

竜

の

吐

出

す

冬

の

水

大

阪

木

村

宏

一

藁

を

打

つ

野

外

教

室

注

連

を

結

ふ

同

猪

鍋

や

猟

自

慢

よ

り

始

ま

り

ぬ

同

ブ

イ

傾

げ

寒

満

月

の

潮

騒

ぐ

千

葉

田

村

公

平

時

雨

来

て

船

笛

長

き

壇

ノ

浦

同

身

の

丈

の

く

ら

し

楽

し

み

年

守

る

同

取

り

分

け

て

息

子

夫

婦

へ

お

で

ん

鍋

同

冬

ざ

れ

や

持

て

る

は

ず

な

き

力

石

同

駅

伝

の

襷

を

つ

な

ぎ

古

都

師

走

三

重

後

藤

允

孝

挽

き

た

て

の

珈

琲

香

る

冬

の

朝

同

足

早

に

過

ぎ

去

る

日

日

や

年

の

暮

同

潮

鳴

り

の

怒

涛

逆

巻

く

冬

の

海

同
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ゆ
つ
く
り
と
貨
車
動
き
を
り
霜
夜
か
な

三

重

後

藤

允

孝

白

菜

に

天

の

恵

み

の

重

さ

か

な

三

重

山

口

美

琴

子

ら

の

声

無

き

校

庭

の

冬

木

か

な

同

初

雪

や

汁

粉

振

舞

ふ

り

ん

ご

園

同

単

線

の

山

裾

白

き

枯

尾

花

同

古

井

戸

の

蓋

の

ひ

び

割

れ

藪

柑

子

静

岡

渡

邉

春

生

枯

れ

深

む

藺

草

は

風

に

縺

れ

け

り

同

光

り

合

ふ

引

佐

細

江

の

ゆ

り

か

も

め

同

泥

鰌

掘

る

湖

の

ほ

と

り

の

休

耕

田

同

た

ず

ね

来

て

ま

ず

庭

先

の

寒

椿

山

梨

志

村

万

香

木
枯
ら
し
の
聞
き
な
れ
し
音
近
か
ず
き
て

同

振

り

向

き

て

又

振

り

向

き

ぬ

雪

女

同
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激
し
さ
や
ポ
イ
ン
セ
チ
ヤ
の
燃
え
る
色

山

梨

志

村

万

香

陽

だ

ま

り

の

花

弁

に

埋

も

れ

冬

の

蜂

大

阪

山

縣

伸

義

遠

山

の

色

を

替

へ

た

る

枯

尾

花

同

早

立

ち

の

一

汁

一

菜

根

深

汁

同

寒

禽

の

声

の

尖

り

や

楠

大

樹

同

着

ぶ

く

れ

て

信

号

を

待

つ

児

童

か

な

千

葉

筒

井

省

司

寒

々

と

登

校

指

導

の

黄

色

旗

同

白

菜

の

山

と

積

ま

れ

し

直

売

所

同

蒲

の

穂

や

枯

れ

て

そ

の

ま

ま

立

ち

姿

大

阪

森
戸
し
ゆ
じ

池

の

端

や

紅

葉

の

ま

ま

の

波

か

た

ち

同

北

風

の

威

嚇

に

耐

え

て

鬼

瓦

愛

知

駒

田

暉

風

南

天

の

小

枝

を

添

え

て

お

せ

ち

詰

同
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布
団
干
す
前
に
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
拭
か
れ
居
り

愛

媛

石

川

順

一

バ

ス

の

中

次

々

変

る

雪

の

山

同
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寸

感

ゆ
た
か

ど
ぶ
ろ
く
や
白
川
郷
の
夜
の
ふ
け
て

山
渓

濁
酒
と
静
ま
り
返
っ
た
夜
の
白
川
郷
の
景
と
が

相
俟
っ
て
秋
の
夜
長
の
至
福
の
時
の
経
過
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

季
題
の
濁
酒
が
よ
く
効
い
た
佳
句
。

墓

石

に

夢

と

一

文

字

山

眠

る

よ
し
子

近
年
よ
く
見
か
け
る
洋
式
墓
石
。

故
人
の
代
名
詞
と
し
て
の
墓
石
の
「
夢
」
の
文

字
が
、
在
り
し
日
の
生
き
様
を
伝
え
て
い
る
か
に

伝
わ
っ
て
く
る
。

題
の
山
眠
る
が
よ
く
働
い
て
い
る
佳
句
。

一

刀

に

冬

至

南

瓜

を

両

断

す

幹
夫

冬
至
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
た
南
瓜
は
固
く
女
性

の
手
に
は
あ
ま
る
。

力
任
せ
に
断
ち
切
る
様
子
が
鮮
や
か
に
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

一
句
一
章
表
現
が
成
功
し
た
佳
句
。

塩
鮭
を
お
ろ
す
包
丁
研
ぎ
に
け
り

恵
山

正
月
用
の
鮭
を
目
の
前
に
出
刃
包
丁
の
刃
を
整

え
い
る
様
子
と
と
も
に
歳
末
の
気
忙
し
さ
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

省
略
の
効
い
た
佳
句
。

参

拝

は

老

若

男

女

大

根

焚

宏
一

厄
除
け
法
要
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
大
根
焚
。

寺
院
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
十
一
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
行
わ
れ
参
詣
人
に
煮
大
根
が
振
る
舞
わ

れ
る
。

大
根
焚
の
賑
わ
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
佳
句
。

ブ

イ

傾

げ

寒

満

月

の

潮

騒

ぐ

公
平

船
舶
の
安
全
航
行
の
た
め
の
ブ
イ
。
ブ
イ
を
傾

げ
さ
せ
る
ほ
ど
の
北
風
で
荒
れ
て
い
る
海
と
高
天

か
ら
煌
々
と
照
る
寒
満
月
か
ら
陰
暦
十
二
月
十
五

日
の
港
の
景
と
知
れ
る
。

寒
夜
の
景
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
佳
句
。
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清 月 俳 句 会 員 名 簿

平25.12.31現在

No. 氏 名 都道府県名 入会年月

１ 森 戸 し ゆ じ 大 阪 平15.04

２ 木 村 宏 一 大 阪 平15.07

３ 湯 沢 正 枝 山 梨 平18.02

４ 駒 田 暉 風 愛 知 平18.06

５ 石崎そうびん 岐 阜 平19.06

６ 石 川 順 一 愛 媛 平20.01

７ 橋 本 幹 夫 岡 山 平20.06

８ 志 村 万 香 山 梨 平21.08

９ 足 立 山 渓 愛 知 平21.09

１０ 池 下 よ し 子 吹 田 平21.11

１１ 山 口 美 琴 三 重 平22.01

１２ 清 水 恵 山 千 葉 平22.07

１３ 筒 井 省 司 千 葉 平23.07

１４ 堤 千 鶴 子 兵 庫 平24.07

１５ 田 村 公 平 千 葉 平24.10

１６ 渡 邉 春 生 静 岡 平25.01

１７ 後 藤 允 孝 三 重 平25.06

１８ 山 縣 伸 義 大 阪 平25.06
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